
り便ス

オ
レ
ソ
ジ
色
の
夕
暮
れ

十
一
月
X
e

リ

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
街
灯
の
明
り
が
オ
レ
ソ
ジ
色

に
灯
り
ま
す
。
灰
色
が
か
っ
九
夕
暮
れ
時
は
、
不

思
議
な
ロ
マ
ソ
テ
ー
ク
な
空
気
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。

家
々
の
電
灯
も
電
球
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
窓

辺
か
ら
漏
れ
る
光
も
オ
レ
ソ
ジ
色
。
懐
か
し
さ
が

漂
い
ま
す
。
蛍
光
灯
の
白
い
光
も
い
い
け
れ
ど
、

オ
レ
ソ
ジ
色
の
明
り
の
下
で
生
活
し
た
ら
、
そ
の

優
し
さ
を
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
頃
は
、
夏
時
間
が
終
っ
九
せ
い
も
あ
っ

て
、
日
没
は
四
時
半
頃
、
五
時
に
は
も
う
真
暗
で

す

、

イ

雨
模
様
。
ま
た
し
て
も
私
は
雨
女
。
カ
ソ
タ
ベ
リ

ー
を
出
る
時
は
晴
れ
て
い
た
の
に
。

着
い
九
日
は
船
昼
の
二
時
過
ぎ
で
し
た
の
で
、

冬
の
旅
、
エ
ジ
ソ
バ
ラ
、
イ
ソ
バ
ネ
ス
、

ネ
ス
湖
へ

十
二
月
X
e

昨
日
、
エ
ジ
ソ
バ
ラ
に
到
着
。
ロ
ソ
ド
ソ
か
ら

特
亀
四
時
間
半
の
旅
。
駅
に
降
り
立
つ
と
、
さ

す
が
に
北
国
。
京
都
の
と
て
も
実
、
い
日
、
雪
の
降

り
出
し
そ
う
な
日
の
冷
た
さ
で
し
九
。
そ
し
て
小
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ま
ず
は
プ
リ
ソ
セ
ス
通
り
を
う
ろ
う
ろ
歩
き
ま
し

た
。
キ
ル
ト
や
セ
ー
タ
ー
類
を
売
る
お
店
か
本
当

に
沢
山
あ
り
ま
す
。
と
に
か
く
、
こ
こ
は
羊
毛
の

本
場
で
す
か
ら
、
セ
ー
タ
ー
が
、
ゴ
ミ
の
山
の
よ

う
に
つ
く
ね
て
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
が
泊
っ
て
い
る
X
X
ホ
テ
ル
か
ら
は
、
市
内

が
一
望
で
き
ま
す
。
右
手
に
は
エ
ジ
ソ
バ
ラ
城
、

左
手
に
は
ス
コ
ッ
ト
記
念
塔
、
こ
れ
ら
は
、
夜
に

な
る
と
ラ
イ
ト
に
照
ら
し
出
さ
れ
、
町
全
体
が
絵

の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

エ
ジ
ソ
バ
ラ
城
は
、
之
ス
ル
ロ
ッ
ク
と
呼
ぱ

れ
る
百
三
十
メ
ー
ト
ル
余
り
の
岩
山
の
上
に
建
つ

古
城
。
優
美
と
い
う
よ
り
、
厳
し
い
様
相
で
、

Ⅱ

つ
て
心
引
か
れ
ま
す
。
街
の
建
物
は
、
ど
れ
も
す

.す
黒
く
、
街
全
体
を
黒
っ
.
ほ
い
印
象
に
し
て
い
ま

す
。
丘
と
坂
道
の
町
。
日
本
人
の
好
き
な
町
。
坂
の

上
か
ら
は
、
眼
下
に
北
の
海
と
港
が
見
え
ま
す
。

片
道
四
時
間
も
か
か
る
の
で
す
。

発
車
か
ら
二
時
間
ほ
ど
の
間
は
、
車
窓
か
ら
の

眺
め
に
雪
は
全
く
無
く
、
晴
天
も
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
グ
ラ
ソ
ピ
ア
ソ
山
脈
に
か
か
る
頃
か
ら
、

辺
り
一
面
雪
景
色
。
天
気
は
山
間
に
入
れ
ぱ
入
る

程
悪
く
な
り
、
途
中
、
猛
吹
雪
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
ん
な
状
態
で
は
、
イ
ソ
バ
ネ
ス
は

ど
ん
な
具
合
だ
ろ
う
と
案
じ
ま
し
た
。
し
か
し
、

イ
ソ
バ
ネ
ス
に
近
付
く
に
つ
れ
て
、
雪
雲
は
姿
を

消
し
、
景
色
に
も
緑
が
多
く
見
え
て
き
た
の
で
ホ

ツ
と
一
安
心
。

イ
ラ
ソ
ド
地
方
の
雪
景
色
は
、
日
本
の
風
景

に
実
に
ょ
く
似
て
い
ま
し
九
。
針
葉
樹
が
多
く
、

山
も
あ
り
(
と
言
っ
て
も
日
本
の
山
の
よ
う
に
背

が
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
)
、
信
州
か
、
日
本
海
側

を
旅
し
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
を
覚
え
ま
し
た
。

駅
に
降
り
立
つ
と
、
北
の
街
の
寂
し
さ
と
冷
た

さ
が
身
に
溶
み
ま
し
九
。
青
森
に
着
い
た
時
の
よ

う
な
感
じ
で
す
。

イ
ソ
バ
ネ
ス
は
、
エ
ジ
ソ
バ
ラ
と
比
べ
た
ら
、

特
に
面
白
い
町
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
で
も
、
ネ

ス
川
沿
い
に
広
が
る
町
並
は
、
こ
ぢ
ん
ま
り
し
て

い
て
、
な
か
な
か
趣
き
が
あ
り
ま
す
。

船
城
や
寺
院
を
見
て
か
ら
、
タ
ク
シ
ー
で
ネ
ス

湖
へ
。
イ
ソ
バ
ネ
ス
は
、
ネ
ス
湖
を
観
光
す
る
人

達
が
拠
点
と
す
る
町
な
の
で
す
。
ネ
ス
湖
は
、
ネ

ス
川
に
続
く
全
長
四
十
キ
戸
も
あ
る
細
長
い
湖
。

十
二
月
X
e

今
日
は
、
朝
か
ら
天
気
が
と
て
も
良
か
っ
た
の

で
、
イ
ギ
リ
ス
最
北
の
都
市
イ
ソ
バ
ネ
ス
に
行
く

こ
と
に
し
主
し
た
。
エ
ジ
ソ
バ
ラ
か
ら
、
列
車
で

ノ'、

ネス湖とウルクハート城
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今
は
冬
で
、
観
光
客
は
全
く
い
な
い
の
で
、
湖

は
、
た
だ
た
だ
静
か
な
冬
景
色
の
行
ま
い
。
奥
に

行
く
程
、
雲
、
か
濃
く
な
り
、
雨
が
降
っ
て
い
ま
す
0

ど
こ
ま
で
行
っ
て
も
切
り
が
な
い
の
で
、
湖
畔
の

廃
壗
ウ
ル
ク
ハ
ー
ト
城
立
で
行
っ
て
戻
っ
て
来
ま

し
た
。
悲
し
げ
な
城
の
姿
が
帰
途
の
間
中
、
頭
に

ち
ら
ち
ら
し
ま
し
た
0

列
車
で
四
時
間
も
の
長
旅
の
せ
い
か
、
車
窓
か

ら
雪
を
沢
山
見
た
せ
い
か
、
北
国
の
寂
し
さ
が
ひ

ど
く
身
に
応
え
、
早
く
エ
ジ
ソ
バ
ラ
に
戻
っ
て
、

と
一
昌
う
よ
り
、
一
刻
も
早
く
グ
ラ
ソ
ビ
ア
ソ
山
脈

を
越
え
九
く
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ソ
タ
.
ヘ
リ

ー
か
ら
エ
ジ
ソ
バ
ラ
に
着
い
た
時
は
、
ず
い
ぶ
ん

北
に
や
っ
て
来
た
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
が
、
イ

ソ
バ
ネ
ス
ま
で
北
上
し
て
み
る
と
、
エ
ジ
ソ
バ
ラ

さ
え
が
南
の
町
に
思
え
、
戸
ソ
ド
ソ
や
カ
ソ
タ
ベ

リ
ー
に
至
っ
て
は
、
南
国
も
同
然
に
見
え
ま
す
0

今
回
の
旅
は
、
駆
け
足
で
し
た
が
、
北
国
の
、

.

.

そ
し
て
冬
の
北
国
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
満

足
で
す
。
明
日
、
こ
の
地
を
去
り
ま
す
が
、
早
く

帰
り
た
い
気
持
が
半
分
、
ニ
ジ
ソ
バ
ラ
を
懐
か
し

む
気
持
が
半
分
、
い
い
旅
で
し
た
。

一

ヨ
ー
ク
シ
ャ

十
二
月
X
e

今
日
、
ハ
ワ
ー
ス
に
着
き
ま
し
た
0
 
工
、
、
、
リ

プ
ロ
ソ
テ
の
『
嵐
が
丘
』
ゆ
か
り
の
地
。

1
 
●
ヨ
ー
ク
か
ら
ハ
ワ
ー
ス
ま
で
の
道
程
で
は
、
ヨ

ー
ク
シ
ャ
特
有
の
デ
ィ
ル
ズ
合
巴
露
)
が
ど
こ
ま

で
も
広
が
り
、
冬
だ
と
い
う
の
に
、
芝
草
は
緑
色

(
イ
ギ
リ
ス
の
芝
生
は
冬
で
も
グ
リ
ー
ソ
な
の
で

す
)
。
し
か
し
、
ハ
ワ
ー
ス
に
近
付
く
辺
り
、
奥

に
入
り
込
む
に
つ
れ
、
景
色
は
、
ヒ
ー
ス
草
が
群

生
す
る
荒
野
に
一
変
し
ま
す
。
夏
に
は
、
こ
の
ヒ

ー
ス
草
は
、
紫
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
、
荒
野

一
面
が
紫
に
染
ま
っ
て
大
変
美
し
い
そ
う
で
す
。

で
も
今
は
、
う
ら
寂
し
い
赤
茶
色
の
ヒ
ー
ス
の
斌

毯
。
写
真
を
撮
る
た
め
に
車
か
ら
降
り
る
と
、
風
が

強
い
こ
と
、
そ
し
て
冷
た
い
こ
と
。
気
温
は
ヨ

ク
の
町
よ
り
三
、
四
度
は
低
い
の
で
は
な
い
か
し

ら
0
こ
ん
な
寒
い
、
荒
涼
と
し
九
所
に
住
ん
で
い
た

ら
、
『
嵐
が
丘
』
の
よ
う
な
小
説
が
生
ま
れ
て
く

る
わ
け
で
す
。
比
較
的
、
交
通
の
便
が
よ
い
現
在

な
ら
と
も
か
く
、
十
九
世
紀
に
、
こ
ん
な
村
に
住

ん
で
い
た
エ
ミ
リ
ー
や
シ
十
ー
ロ
ッ
ト
は
ど
ん
な

思
い
で
、
ど
ん
な
威
燮
性
を
も
っ
て
、
毎
日
暮
し

て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
プ
戸
ソ
テ
姉
妹
は
、
父

親
が
牧
師
で
、
父
の
赴
任
先
が
ハ
ワ
ー
ス
だ
っ
た

の
で
す
。
プ
ロ
ソ
テ
記
念
館
は
、
当
時
は
牧
師
館

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
す
ぐ
近
く
に
教
会
か
あ
り
ま

す
。
貧
困
と
厳
し
い
自
然
の
中
で
の
生
活
、
こ
こ

、

ハ
ワ
ー
ス
で

プロンテ記念館

刃ε宿 2ε
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に
来
て
、
そ
の
一
端
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

夏
に
も
う
一
度
、
訪
れ
て
み
た
い
。

二
月
X
e

気
温
は
摂
氏
五
、
六
度
。
例
年
に
な
い
大
寒
波

の
後
、
雪
も
よ
う
や
く
溶
け
て
く
れ
ま
し
九
。
イ

ギ
リ
ス
の
一
月
二
月
は
、
ミ
ス
テ
ィ
な
日
が
多
い

そ
う
で
す
が
、
実
際
に
今
日
は
、
一
日
中
、
霧
が

町
を
覆
っ
て
い
ま
し
た
。
外
出
す
る
と
、
湿
気

で
、
髪
の
毛
が
し
ょ
.
ほ
し
ょ
ぽ
し
て
本
当
に
気
持

が
悪
い
の
で
す
。

三
月
X
e

近
頃
、
目
に
見
え
て
日
脚
が
延
び
て
き
ま
し

た
。
イ
ギ
リ
ス
の
冬
は
太
陽
が
あ
っ
と
い
う
間
に

沈
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
ら
っ
.
は
水
仙
と

共
に
始
ま
る
春
に
は
格
別
の
美
し
さ
が
あ
る
の
で

す
。
同
時
に
力
強
さ
も
。
木
肌
か
ら
は
、
緑
色
の

新
芽
が
ま
さ
に
吹
き
出
さ
ん
は
か
り
で
す
。

五
月
X
e

夏
の
旅
、
「
地
の
果
て
」
地
方
へ

八
月
X
e

昨
日
は
、
一
央
国
南
西
端
コ
ー
ソ
ウ
寸
ー
ル
州
の

突
端
に
あ
る
ラ
ソ
ズ
.
エ
ソ
ド
(
げ
N
=
ル
、
m
 
則
且
)

に
、
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
車
で
四
、
五
時
間
か

け
て
、
日
帰
り
で
行
っ
て
き
ま
し
九
。
ホ
テ
ル
に

帰
り
着
い
た
の
は
、
夜
中
の
一
時
頃
で
し
た
。
行

き
は
、
途
中
の
村
や
町
で
度
々
交
通
渋
滞
に
ぶ
つ

か
り
、
予
定
し
て
い
た
よ
り
大
幅
に
時
間
が
か
か

つ
て
し
ま
い
ま
し
九
0
 
ド
ー
チ
ェ
ス
タ
ー
か
ら
約

百
五
十
マ
イ
ル
で
す
。

今
年
の
一
月
に
も
、
ラ
ソ
ズ
・
エ
ソ
ド
を
目
指

し
九
の
で
す
が
、
大
寒
波
到
来
の
為
、
ラ
ソ
ズ
.

エ
ソ
ド
へ
の
入
口
の
町
へ
ソ
ザ
ソ
ス
が
雪
で
視
界

ゼ
戸
の
状
態
と
な
り
、
も
う
そ
れ
以
上
先
に
進
む

こ
と
は
出
来
ず
、
が
っ
か
り
し
て
帰
っ
て
来
た
の

で
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
士
地
に
は
執
着
が
強
い
わ

け
で
す
。

ラ
ソ
ズ
.
エ
ソ
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
本
士
最
南
西

.

.

.

.

端
に
位
置
し
、
文
字
通
り
、
地
の
果
て
に
あ
り
ま

し
た
。
今
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ
て
さ
え
、
「
地

の
果
て
」
だ
と
実
感
で
き
る
の
に
、
一
昔
前
は

一
体
ど
ん
な
状
態
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、

才

゛

今
日
は
快
晴
。
素
晴
ら
し
い
天
気
で
す
。
隣
向

い
の
家
の
桜
の
花
か
、
風
に
吹
か
れ
て
、
毎
日
、

ひ
ら
ひ
ら
と
散
っ
て
い
ま
す
。
苅
ピ
ソ
ク
色
の
花

び
ら
が
道
や
庭
に
散
り
敷
か
れ
て
雪
の
よ
う
で

す
。
今
頃
は
、
ど
こ
の
庭
に
も
勿
忘
草
の
よ
う
な

小
さ
な
花
か
咲
き
乱
れ
て
い
ま
す
。
夏
、
緑
色
の

季
節
は
十
月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

が

甲

カ
ソ
タ
.
ヘ
リ
ー
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こ
こ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
名
所
な
の
で
し
ょ
う
0

家
族
連
れ
の
観
光
客
が
多
く
、
士
産
物
屋
は
少
々

俗
ぽ
い
感
じ
が
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
こ
の

士
地
は
一
見
に
値
い
す
る
場
所
で
す
。
「
地
の
果

て
」
を
し
み
じ
み
実
感
で
き
る
か
ら
。
岩
に
砕
け

る
波
飛
沫
、
物
凄
い
強
風
、
海
を
岩
場
か
ら
覗
い

て
い
る
と
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
。

こ
の
地
に
は
、
も
う
二
度
と
来
る
こ
と
は
な
い

で
し
ょ
う
0
 
そ
う
思
え
る
の
で
す
。
余
り
に
も
遠

い
の
で
す
、
心
理
的
に
。
こ
の
地
に
は
、
距
離
の

域
を
越
え
た
遠
さ
を
感
じ
ま
す
。

妙
に
寂
し
く
な
り
ま
し
た
0
 
と
こ
に
居
た
ら
、
ロ

ソ
ド
ソ
は
、
何
千
マ
イ
ル
も
先
の
よ
う
に
思
え
て

き
ま
す
0

再
び
北
へ
、
ス
カ
イ
島
ま
で

八
月
X
e

冬
の
ハ
イ
ラ
ソ
ド
の
印
象
を
携
え
た
ま
ま
、
夏

の
ハ
イ
ラ
ソ
ド
、
ス
カ
イ
島
ま
で
や
う
て
来
ま
し

ス
カ
イ
島
は
、
敗
残
の
工
子
ボ
ニ
ー
・
プ
リ
ソ

ス
.
チ
十
ー
リ
ー
(
十
八
世
紀
ス
チ
ュ
フ
ー
ト
王

朝
の
末
育
)
を
勇
敢
に
か
く
ま
っ
九
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
家
の
フ
ロ
】
ラ
姫
ゆ
か
り
の
島
。
謎
め
い
た
と

こ
ろ
に
弓
か
れ
て
、
カ
イ
ル
・
オ
ブ
・
戸
ツ

ル

シ
ュ
か
ら
、
黒
い
船
椀
の
よ
う
な
フ
ェ
リ
】
ボ
ー

ト
に
乗
っ
て
、
島
の
玄
関
カ
イ
リ
ー
キ
ソ
の
町
に

上
陸
。
船
に
乗
っ
て
い
る
時
間
は
、
ほ
ん
の
十
五

分
抵
ど
。
お
椀
の
船
の
牢
き
間
か
ら
は
、
海
水
が

ジ
十
ー
ジ
十
1
入
り
込
ん
で
い
ま
す
。
沈
む
可
能

性
も
あ
り
そ
う
で
す
が
、
誰
も
気
に
し
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
説
明
文
を
船
上
で
読
み

終
っ
九
頃
、
憧
れ
の
ス
カ
イ
島
に
到
着
。
ハ
イ
ラ

た
0
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ソ
ド
西
部
は
、
年
中
雨
が
降
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
も
、
細
い
雨
が
間
断
な
く

降
り
続
い
て
い
ま
し
た
。

ど
こ
ま
で
走
っ
て
、
、
薄
茶
色
の
山
肌
と
、
湖

追
悼
集
 
1
 
(
同
志
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行
)

1
同
志
社
人
物
誌
1
明
治
十
年
代
S
明
治
四
十
年

追
悼
集
Ⅱ
(
同
志
社
社
史
資
料
室
編
・
発
行
)

1
同
志
社
人
物
誌
1
明
治
四
十
一
年
S
大
正
四
年

同
志
社
で
は
明
治
二
十
年
こ
ろ
か
ら
、
社
長
(
総
長
)
を
は
じ
め
役
員
、

卒
業
生
、
教
職
員
、
学
生
生
徒
が
永
眠
す
る
と
、
そ
の
死
亡
記
事
と
と
も

に
、
追
悼
の
こ
と
ぱ
や
故
人
の
略
歴
な
ど
を
各
学
校
の
機
関
焚
た
と
え

ぱ
『
同
志
社
文
学
』
『
同
志
社
女
学
校
期
報
』
『
同
志
社
校
友
会
会
報
』

『
同
志
社
時
報
』
な
ど
)
に
掲
げ
て
哀
悼
の
意
を
表
し
て
き
九
。

そ
の
貴
重
な
記
事
は
、
こ
れ
ま
で
古
い
機
関
誌
の
中
に
埋
も
れ
て
い
て
、

極
め
て
利
用
し
が
た
い
状
態
に
あ
っ
九
が
、
社
史
資
料
室
は
昨
年
来
、
そ

れ
ら
の
記
事
の
総
て
を
探
し
出
し
て
書
物
に
ま
と
め
る
作
業
を
羚
こ
な
っ

て
き
た
。

第
一
巻
に
は
、
新
島
襄
、
山
崎
為
徳
、
山
本
覚
馬
、
森
田
久
万
人
、
片

の
よ
う
に
見
え
る
海
か
山
水
画
み
九
い
に
続
く
ぱ

か
り
0
 
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

な
、
モ
イ
ル
城
壁
の
真
下
の
絶
壁
も
、
そ
の
下
の

怒
濤
の
風
景
な
ど
全
く
無
か
っ
九
け
れ
ど
(
あ
っ

た
の
は
、
小
山
に
ポ
ツ
ソ
と
立
っ
城
跡
と
静
か
な

海
面
)
、
ス
カ
イ
島
は
、
い
つ
ま
で
も
ロ
マ
ソ
の

島
な
の
で
す
、
私
に
は
。

岡
健
吉
ら
の
他
、
男
女
各
校
の
関
係
者
約
一
名
の
記
事
が
収
録
さ
れ

て
い
る
。

第
二
巻
に
は
、
 
J
 
・
 
D
 
・
デ
ィ
ヴ
ィ
ス
、
元
良
勇
次
郎
、
市
原
成
母
女
ら

に
関
す
る
記
事
の
他
、
第
一
巻
以
降
の
年
次
に
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
た
新

島
襄
、
山
本
覚
馬
、
松
本
五
平
ら
の
資
料
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
約
三

0
名
の
記
事
を
収
め
て
い
る
。

こ
の
『
追
悼
集
』
は
、
今
後
一
年
一
冊
の
.
ヘ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
、
太
平

洋
戦
争
中
の
戦
没
者
の
記
事
に
及
ぶ
予
定
で
あ
る
。

『
追
悼
集
』
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
ら
か
の
か
た
ち
で
同
志
社
史
を
彩
り
、

ま
た
同
志
社
史
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
物
故
者
た
ち
を
記
念
す
る
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
「
同
志
社
人
名
録
」
の
役
割
を
も
果
た
す
で
あ
ろ
う

第
一
巻
A
5
判
三
五
0
ペ
ー
ジ

第
二
巻
A
5
判
三
八
三
ペ
ー
ジ

頒
価
は
と
も
に
一
五
0
0
円

(
女
子
大
学
専
任
講
師
)

『
追
悼
集
』
は
各
巻
と
も
同
志
社
収
益
事
業
課
で
取
扱
っ
て
ぃ
る

電
話
(
0
七
五
)
二
五
一
 
1
三
三
七
・
ハ
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